
「LIFE®︎いのち」��

�100年後も続く愛といのちの�

�アートプロジェクト
LIFE®︎ an art program of love and life that will be handed down 100 years later

2025年大阪万博のテーマ「いのち輝く未来社会のデザイン」の趣旨を伝え 
関西とローカルとグローバルを繋ぐプロジェクト



第9回グッドライフアワード取組紹介

脳科学でも注目され、解明されてきた「AWE体験」。大自然や大宇宙の広大さや悠久さに心が打たれ、鳥肌が立つくらいの感動をしている状態をAWE
（オウ）体験といいます。AWE体験をすることで自我〈エゴ〉が薄まり、感謝、利他、慈悲の気持ちが湧き起こりやすくなります。その結果「世の中
のため、誰かのために役立ちたい」という思いが強くなるのです。プラネタリウムや学校、大自然、史跡などで、「いのちの軌跡・素晴らしさ」を
テーマにしたアート作品「LIFE®︎いのち」を体感することで、AWE体験が更に増幅し、自己肯定感・幸福度を高め、社会貢献力を育みます。

  大宇宙と一体になる。 
『アートによる AWE体験※』で生きる力を育む。

※  AWE体験とは＝人生観が変わるほどの感動体験



諸外国と比べて，自己を肯定的に捉えている者の割合が低い。
（1）自己肯定感

（2）意欲

（3）心の状

（4）社会形成・社会参

社会問題への関与や自身の社会参加について，日本の
若者の意識は諸外国と比べて相対的に低い。

情報：内閣府

諸外国と比べて，うまくいくかわからないことに対し意欲的に取り組むという意識が低く， 
つまらない，やる気が出ないと感じる若者が多い。

内閣府が公開している日本の現状



若年層、死因１位が「自殺」　先進国で日本のみ



アート × SGDs教育 × AWE体験の目的

『ハーバード・ビジネス・レビュー』によると、幸福感の高い社員の生産性は、平均で31％、売上は37％、創造性は3倍高い。



映像作品「LIFEいのち」に使用されている、お腹の中を撮影した貴重な写真。受精卵から始まるこれらの写真を、大画面で、
音楽とともに伝えます。CGではなく本物だからこそ、大きな感動が生まれます。壮大なスケールで感じる大きな感動は、人生
観をも大きく変える力を持っているのです。 

自らの「いのちの大切さ」を実感することで、自己受容が深まり、他者への慈愛、家族、そして地球愛が芽吹いていきます。

©︎Lennart Nilsson

誰もがみな、このような神秘的な世界・姿で生まれてきました。 
上記の写真はCGではなく本物の写真です。白い星のようなものも本物です。

本物だからこそ伝えられるもの



LIFE®︎いのち　うまれることを再体験

「生きる力」である自己肯定感を高め、心を育んでいく作品。 
・プラネタリウム上映・SDGs教育プログラム・新しい観光コンテンツとして 
・地方創生として人づくり街づくり・SDGs/環境の取り組みとして拡がっています。

上映時間25分生命の誕生を壮大なスケールで描いた 
感動体験型フルドームドーム 映像作品「LIFEいのち」 対象：親子三世代

⭐ IPS 2020世界プラネタリウム大会〈世界２０作品のひとつに選定される〉 
⭐ FFB2021ヨーロッパ最大のフルドームフェスティバル選定〈チェコブルノ〉 
⭐ インド世界女性会議エンディング上映〈スタンディングオーベーション〉 

国境を超えて拡がる輪

HP



万博共創チャレンジ

このプロジェクトは、Team Expo2025 共創パートナーである 
（公財）大阪観光局様により「支援している共創チャレンジ」に登録されています。



３つのカテゴリー

万博の趣旨・意義を伝えながら「いのち」について考える機会を創造していきます

今日
文化・アート教育 環境

環境・SDGsをテーマにした 
イベント・ワークショップ

聖地巡礼プロジェクト教育現場・修学旅行
オーケストラプロジェクト研修



半円球のドームを【子宮＝WOMB】に見立て宇宙の誕生から星の誕生、そして地球の誕生から生命の誕生まで 
壮大なスケールの中で「生まれること」を体験し、いのちの素晴らしさを再確認します。 

Feel&Sense

プラネタリウム360度の世界で『生まれることを再体験』　
10

壮大なスケールで「いのち」を感じる。 
人智を超えた体験。

アートによる『AWE体験』



定期的・継続的な取り組みとして 
『毎月、第２日曜日はLIFEの日』として2019年より開催されています。
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ギャラクシティ・バンドー神戸青少年科学館 ・

バースデープラネタリウム　　月に一度「いのちの日」として取り組む
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 いのちの教育・生き方教育・性教育・SDGs教育として 
「いのちの授業」を日本橋小中一貫校にて実施。2021.7.6

幼稚園から大学まで教育現場で実施しています。

大阪市浪速区広報誌にて紹介されました

教育現場へSDGs教育【いのちの教育プログラム】
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・いのちのことをこんなにも考えたことがなかった。
・1年生から5年生に教えてあげて欲しい。

・授業の後から悪口や喧嘩が少なくなった。
・周りの人に感謝して、一生懸命に生きようと思った。

こどものメンタルヘルス
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観賞後、心が開かれた状態での内観により、心の声を拾い上げることができます。 
家庭・部活・いじめ・コロナによる心理状態を把握することができます。　【 いじめ・自殺予防 】



SDGs教育　福岡女学院大学にてオンライン上映・講義を受けた大学生の感想



美しい⾃然の中で、「いのちの美しさ」に触ながら、�
おとなも、こどもも、地球の未来を考える。

大学と連携しSDGsへの取り組み・プログラムの共同開発も始まりました

全国SDGsプラットフォーム連絡協議会副会長【内閣府】 
九州SDGs経営推進フォーラム会長【九州経済産業省】 
九州大学SDGSデザインユニット長　

井上教授とアートを活用した教育プログラムを共同開発していきます

井上滋樹教授

主催　一般社団法人Feel&Sense　 
後援　糸島市・九州大学SDGsデザインユニット 
　　　認定NPO法人日本セラピューティックケア協会 
　　　NPO法人健脳リハビリテーション/糸島新聞社  
協賛　北洋建設



九州大学SDGsデザインユニット長・井上滋樹教授と共同プロジェクト 
「大切なことを学ぶ地球MIRAI学校」



①文化×SDGs×対談

③心を解放し大切なものを見つけていきます。

②創造性を解放させていきます

④内観をして冊子に
書いて頂きます



LIFE®︎いのち× STEAM アートプログラム　80分

神戸大学国際人間学部子ども教育学科の勅使河原准教授と共同開発
自分のいのちを感じて、自分の星を創る！「自分の中にあるものを、感じて、形にする」

大阪関西万博のTEAM EXPO FESで実施したプログラムです。

このプログラムは、ニューヨーク近代美術館（MoMA）で1980年代から開発されてきた

「視覚を用いて考えるためのカリキュラム（Visual Thinking Curriculum）」をベースにした

アート鑑賞法を用いて自己肯定感・創造力を育む新しい教育プログラムです！


対象：小学生から大学生、大人

実績：万博FES・神戸大学院 

アート鑑賞法を用いた自己肯定感・創造力・多様性を育む教育プログラム



お腹の中にいた頃を思い出し涙する親子、上映後に感じたものを作品に昇華していきます。 
感情が解放された瞬間、子どもたち、大人たちの創造性が爆発します。



世界に同じものがない、いのちの鼓動が作品へと昇華した「自分の星」が誕生！ 
みんなで一つの銀河を制作し、プログラム冊子へ、この日の自分の気持ちを綴ります。



　　　 
「日本の聖地で、脈々と繋がったいのちの素晴らしさを体感し、再発見する」 

過去実施 
出雲大社・竹田城跡〈後援 朝来市〉・日本遺産書写山円教寺「ラストサムライ撮影地」〈後援 姫路市教育委員会〉 
阿蘇葉祥明美術館〈後援 阿蘇市・南阿蘇村〉・蓼科湖 ・今後日本の聖地で実施していきます。

〈非公開映像〉　出雲大社
https://vimeo.com/680761356/944a575cbf

聖地巡礼プロジェクト



オーケストラの生演奏による圧倒的熱量により 
映像作品を「いのちの芸術」に昇華し、世界へ届けます。

④「オーケストラ」で究極のAWE体験

圧倒的な音楽の力で「いのち」を伝えます



幼稚園・小中高等学校・大学・講演会

②世界遺産・日本遺産・大自然・観光地等 
「聖地巡礼プロジェクト」

③教育現場へSDGs教育プログラム

①国内外のプラネタリウム 

定期的・継続的な取り組みにより、未来の心を育てていきます。

④芸術文化を育む『オーケストラでAWE体験』



一般社団法人Feel＆Sense

代表　橋本昌彦  /   Masahiko Hashimoto 

info@feelandsense.co 
050-3636-5770
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https://www.life-planetarium.com

「LIFEいのち　うまれることを再体験」　公式サイト

mailto:info@feelandsense.co
https://www.life-planetarium.com

